
　
　
「
湖
上
鬼
追
い
豆
ま
き
所
役
」
の
お
申
込
み
に
つ
い
て

一
、
お
申
込
み	　

箱
根
神
社
社
務
所
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
込
書
に

　
　
　
　
　
　
　

		

初
穂
料
金
五
、〇
〇
〇
円
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

	
	

　
（
定
数
に
達
し
ま
し
た
ら
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）	

	
	

　

	

箱
根
神
社
社
務
所
（
０
４
６
０-

８
３-

７
１
２
３
）

二
、
日　
　

時						

令
和
六
年
二
月
三
日
（
土
）
一
二
、三
〇
～
一
三
、〇
〇

	
	

　
（
行
事
の
進
行
状
況
に
よ
り
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

三
、
場　
　

所	　

	

芦
ノ
湖
上
の
打
豆
船

　

船
上
か
ら
の
豆
ま
き
で
厄
除
け
鬼
退
治
！

　
　
　

箱
根
神
社
節
分
祭
「
湖
上
鬼
追
い
豆
ま
き
所
役
」
の
ご
案
内

箱
根
神
社
の
節
分
祭
は　

神
職
・
所
役
・
年
役
に
よ
る
御
本
殿
で
の
節
分
祭
に
続
き　

神
楽
殿
に
て　

親
王 

太
政
大
臣

左
大
臣 

右
大
臣 

方
相
氏 

金
時 

山
姥 

巫
女
他
の
所
役
に
よ
る
追
儺
式
が
行
わ
れ　

鬼
を
追
い
払
う
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す

更
に
追
儺
式
で
追
わ
れ
て
芦
ノ
湖
に
逃
げ
た
鬼
を
追
っ
て
「
湖
上
鬼
追
い
」
が
行
わ
れ　

鬼
退
治
を
め
で
た
く
奉
修　

厄
難
を

祓
っ
て
一
陽
来
復
の
春
を
迎
え
ま
す

皆
様
に
は　

芦
ノ
湖
に
浮
か
ぶ
打
豆
船
の
船
上
か
ら　

湖
上
を
水
上
ス
キ
ー
で
暴
れ
廻
る
鬼
に
向
か
っ
て
豆
を
ま
き
追
い
祓
う

「
湖
上
鬼
追
い
」
神
事
に
「
豆
ま
き
所
役
」
と
し
て
参
加
・
奉
仕
い
た
だ
き　

ご
一
緒
に
ご
自
身
の
厄
難
を
も
お
祓
い
下
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

皆
様
に
は
奮
っ
て
ご
参
加
頂
き　

厄
を
祓
い　

悪
疫
を
退
散
さ
せ
て
め
で
た
く
一
陽
来
福
の
春
を
お
迎
え
下
さ
い

　
　

令
和
六
年
一
月
吉
日

 
 

 
 

 
 

 
 

箱　

根　

神　

社 

宮 

司 

小 

　

澤 

　

修 

　

二

各　

位

（
切
り
取
り
線
）

「
湖
上
鬼
追
い
豆
ま
き
所
役
」
申
込
書

申
込
日　

令
和　
　
　

年　
　
　

月　
　
　

日

受
付
施
設
名

住　

所

氏　

名

〒

連
絡
先

＊
初
穂
料
金
五
〇
〇
〇
円
を
添
え
て
お
申
込
下
さ
い

＊
同
行
者　
　
　
　

名　

  

１
名
の
お
申
込
み
に
つ
き
同
行
者
３
名
ま
で
、

＊
乗
船
者
合
計　
　

名　

  

乗
船
者
合
計
最
大
４
名
ま
で
ご
一
緒
に
乗
船
で
き
ま
す

06.02

「湖上鬼追い豆まき所役」
のご奉仕

わ
か
さ
ぎ
祭
り　

一
〇
、〇
〇　

箱
根
神
社
御
社
頭
前
庭
の
わ
か
さ
ぎ
祭
り
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
神
酒
と
揚
げ
た
て
の
わ
か
さ
ぎ
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

節　

分　

祭　

一
一
、〇
〇				

箱
根
神
社
の
御
本
殿
に
て
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

追　

儺　

式　

一
一
、三
〇				

追
儺
式
（
鬼
退
治
）
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

	
	

	

　
　

＊
豆
ま
き
で
は
、
豆
と
一
緒
に
福
授
景
品
の
引
換
券
も
撒
か
れ
ま
す
の
で
、
是
非

						　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福	

を
お
授
か
り
く
だ
さ
い

ご
移
動
下
さ
い　

一
二
、一
五　

追
儺
式
が
終
わ
る
と
、
御
年
役
が
行
列
を
整
え
桟
橋
へ
移
動
し
ま
す
。

＝	

湖
上
鬼
追
い
の
儀
（
こ
こ
か
ら
皆
様
の
ご
参
加
と
な
り
ま
す
）
＝

　
　
　
　
　
　
　
　

	

　

＊
打
豆
船
の
乗
船
時
に
、
参
加
証
を
ご
提
示
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

	
	

　

＊
参
加
証
と
引
換
え
に
、
厄
除
御
守
・
福
枡
・
福
豆
・
福
寿
の
ヒ
レ
を
お
渡
し

	
	

	

　
　

致
し
ま
す
。

湖
上
鬼
追
い		

	

一
二
、三
〇			

湖
上
鬼
追
い
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
一
緒
に
船
上
か
ら
の
豆
ま
き
で

	
	

	

　

鬼
退
治
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

一
三
、〇
〇　

鬼
退
治
修
了
！
め
で
た
く
一
陽
来
福
の
春
を
お
迎
え
下
さ
い
！

「節分祭」をご自由に
お楽しみ下さい

追 儺 式

湖上鬼追い

わかさぎ祭り

当
日
の
日
程
に
つ
い
て


